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華
岡
青
洲
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
外
科
医
で
あ
り
、
彼
の

最
も
偉
大
な
業
績
は
世
界
に
先
駆
け
、
麻
沸
散
（
別
名
・
通
仙
散
）
を
用

い
て
全
身
麻
酔
下
乳
癌
摘
出
術
を
施
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
華
岡
胄
洲

自
ら
が
書
き
著
し
た
診
療
録
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
の

乳
巖
治
験
録
と
和
歌
山
、
華
岡
洋
之
介
氏
所
蔵
の
八
葉
の
治
験
録
（
稿

本
）
の
み
と
さ
れ
て
き
た
。
特
に
後
者
の
治
験
録
は
原
本
が
失
わ
れ
て

お
り
、
現
在
、
高
橋
震
氏
所
蔵
の
春
林
軒
奇
患
図
で
、
そ
の
詳
細
が

伝
わ
る
の
み
で
あ
る
。

華
岡
青
洲
が
診
療
に
あ
た
り
、
門
人
を
教
育
し
た
家
塾
は
、
春
林
軒

と
命
名
さ
れ
、
平
成
十
一
年
五
月
に
修
復
再
建
さ
れ
た
。
春
林
軒
の
母

屋
の
一
室
は
、
現
在
描
か
れ
て
い
る
襖
絵
で
は
な
く
、
丹
波
素
後
が
描

い
た
四
枚
の
襖
絵
に
て
彩
ら
れ
て
い
た
。
本
論
文
で
提
示
す
る
春
林
軒

續
薬
方
冊
は
、
そ
の
襖
絵
下
の
張
り
紙
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の

で
、
四
十
一
通
の
華
岡
家
宛
書
簡
類
と
と
も
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
書
簡
類
は
一
八
二
五
年
か
ら
三
五
年
に
か
け
て
の
も
の

で
あ
る
。
本
春
林
軒
續
薬
方
冊
は
、
癸
亥
の
年
号
が
書
か
れ
て
お
り
、

享
和
三
年
、
す
な
わ
ち
一
八
○
三
年
に
あ
た
り
、
華
岡
青
洲
が
乳
癌
摘

出
術
を
施
行
し
た
前
年
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
春
林
軒
續
薬
方
冊
は
、
元
所
蔵
者
の
楠
原
栄
一
氏
が
四
枚
の
襖
絵

癸
亥
春
林
軒
續
薬
方
冊
（
こ

高
橋
均
、
坂
田
育
弘
、
児
玉
重
隆

毎
に
分
冊
し
、
現
在
四
分
冊
と
な
っ
て
い
る
。
冊
子
へ
の
復
元
は
、
楠

原
栄
一
氏
が
行
い
、
襖
絵
毎
に
下
張
り
の
順
に
行
っ
て
い
る
が
、
下
張

り
一
枚
一
枚
の
前
後
関
係
を
示
す
丁
付
け
は
な
く
、
華
岡
家
が
襖
を
作

製
し
た
際
に
、
す
で
に
春
林
軒
續
薬
方
冊
の
順
序
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
存
の
下
張
り
は
、
前
記
の
ご
と
く
完
具

す
る
も
の
で
は
な
く
、
下
張
り
作
製
時
に
、
既
に
欠
損
し
て
い
た
と
見

ら
れ
る
。
冊
子
に
復
元
し
た
楠
原
栄
一
氏
の
言
に
よ
る
と
、
下
張
り
の

上
よ
り
順
に
冊
子
を
作
成
し
た
も
の
で
、
復
元
の
際
の
手
順
に
問
題
は

な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
薬
方
冊
の
第
一
冊
は
本
紙
二
十
三
枚
、

第
二
冊
は
二
十
三
枚
、
第
三
冊
は
十
六
枚
、
第
四
冊
は
二
十
八
枚
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
紙
の
表
題
の
「
癸
亥
春
林
軒
續
薬
方
冊
」

は
、
下
張
り
の
表
紙
に
あ
り
、
書
体
は
本
文
と
同
筆
で
、
お
そ
ら
く
華

岡
青
洲
自
身
が
書
き
著
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
春
林
軒
續
薬
方
冊

の
著
者
は
、
そ
の
筆
跡
か
ら
少
な
く
と
も
三
筆
が
見
受
け
ら
れ
、
華
岡

胄
洲
自
身
と
門
人
の
う
ち
の
高
弟
が
青
洲
の
診
察
の
傍
ら
に
同
席
し
、

口
述
筆
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
表
題
を
含
め
て
本
文
中
も
華
岡

青
洲
自
身
の
筆
跡
と
見
ら
れ
る
部
分
が
多
々
あ
る
も
の
の
同
定
は
困
難

で
あ
る
。
筆
跡
学
者
に
よ
り
、
青
洲
自
身
が
直
接
筆
を
取
り
書
い
た
も

の
か
、
門
人
の
誰
か
が
口
述
筆
記
し
た
も
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
現
在
の
所
蔵
者
は
、
第
一
、
第
二
分
冊
が
高
橋
震

氏
、
第
三
分
冊
が
池
田
章
氏
、
第
四
分
冊
が
楠
原
栄
一
氏
で
あ
る
。

今
回
、
各
所
蔵
者
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
本
薬
方
冊
を
複
製
し
翻
刻
が
行

え
た
。春
林
軒
續
薬
方
冊
の
内
容
は
、
処
方
し
た
薬
方
名
、
処
方
の
回
数
、
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変
更
し
た
処
方
名
、
患
者
の
氏
名
、
患
者
の
住
所
、
臨
床
症
状
か
ら
な

る
。
薬
方
名
か
ら
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
年
）
佐
藤
持
敬
の
作
成

し
た
華
岡
氏
遺
書
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
青
洲
口
述
の
処
方
録
に
見

当
た
ら
な
い
も
の
も
見
ら
れ
る
。
患
者
の
住
所
か
ら
は
、
本
薬
方
冊
は

乳
癌
摘
出
術
施
行
直
前
の
も
の
で
あ
り
、
青
洲
の
名
声
が
紀
州
藩
以
外

に
鳴
り
響
い
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
春
林
軒
を
訪
れ
た
患

者
の
大
部
分
が
紀
州
藩
那
賀
郡
並
び
に
伊
都
郡
の
色
々
な
村
々
か
ら
な

っ
て
お
り
、
青
洲
の
名
声
が
紀
ノ
川
流
域
に
広
範
に
及
ん
で
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
患
者
の
氏
名
か
ら
は
、
名
手
組
大
庄
屋
を
務
め
た
妹
背
四

郎
五
郎
の
名
前
が
見
ら
れ
、
青
洲
の
妻
加
恵
の
本
家
筋
に
あ
た
る
も
の

で
あ
る
。
受
診
者
の
多
く
は
、
小
児
も
し
く
は
婦
女
子
で
あ
り
、
江
戸

時
代
後
期
の
農
民
の
多
く
が
子
供
を
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
処
方
回
数
（
受
診
回
数
）
は
、
玉
の
画
数
で
書
か
れ
て
お
り
、
一

回
の
投
薬
日
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
多
く
の
人
々
が
た
び
た
び
受
診
し

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
臨
床
症
状
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

珍
し
く
、
ほ
と
ん
ど
が
青
洲
の
脳
裏
の
中
に
の
み
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

疾
患
に
対
し
て
処
方
を
行
っ
て
い
た
か
は
想
像
で
き
な
い
。

本
薬
方
冊
を
解
読
し
、
古
方
派
の
東
洋
医
学
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と

で
少
し
で
も
華
岡
青
洲
が
実
臨
床
上
、
日
常
的
に
扱
っ
て
い
た
疾
患
を

明
ら
か
に
し
、
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
紀
州
藩
紀
ノ
川
流
域
に
お
け

る
疾
病
像
を
解
明
で
き
る
と
期
待
す
る
。

一
、
小
青
龍
湯

一
、
生
姜
鳫
心
湯

王

一
、
半
夏
潟
心

一
、
圭
支
人
参
湯
発
熱
下
利

三
小
青
龍
二
六
物
玉

林
丸
二

一
、
鷆
嶋
菜
加
半

一
、
七
白
加
宿

玉
二
小
青

林
丸
一

木
通
丸
一

麻
疹
俊
扇
痩
腹
満

（
表
紙
）

癸
亥
春
林
軒
續
薬
方
冊

咳
発
熱

腹
鳴
下
利

（
第
一
紙
）

（
第
二
紙
）

瀬
之
山
元
五
郎
児

福
垣
内
利
七

婦

村
き
し

つ
か
月
宇
兵
衛
児

市
場

妹
背
四
郎
五
郎児

赤
尾善
兵
衛

西
川
原
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一
、
麻
黄
醇
酒
湯

玉
二

尤
二
十
粒
重
光
二
林
峯

一
、
治
瘡
丸
吹
口
散
一

七
白
柴
楯
山
連
三

一
三
日
起
発
六
分
一
日
移
り

一
、
葛
根
加
半
鴎

針
重
光
二

一
、
七
白
柴
盾

一
、
越
蝉
加
尤
尭
包

玉
ヲ
ヲ
リ
ウ
ン
ー
治
瘡
五
十

雄
黄
末
一

針
治

一
、
当
苛
湯
サ
シ
ガ
ネ
兼
用

玉
玉
玉
玉
玉
玉
半
夏
丸
大
上
玉
玉
玉

加
釆
違
志
湯
玉
玉
玉
玉
玉
玉

兼
三
黄
丸
大
上
玉
玉
玉

圭
苓
加
嶋
玉
玉
玉
玉
玉
玉

忠
右
衛
門
妹
娘

粉
川
花
屋
安
右
衛
門

同
所吉
蔵

九

重寿
蔵村

惣
右
衛
門

健
二
郎児 内 内

（
第
四
紙
）

解
毒
加
海
三

一
、
七
白
扇
痩
腹
熱
腹
脹
有
雌
状

、

干甘三鵤
連鵲
甘大加菜
連加そ湯
大海三
加
楯紫
子丸
二十

五

一
、
甘
連
大
加
海

一
、
圭
支
加
筍
薬
大
黄
湯

玉
圭
参
玉

（
第
三
紙
）

夷
一

一
、
圭
苓
湯
壱
匁

玉

小
半
夏
加
扶
一

一
、
鵬
嶋
菜
湯

玉
圭
人
二
白
頭
加
甘
玉
玉
玉

半
方
加
半
玉

'一ニ
ニニー

十十

中
畑茂
兵
衛
入

下
村半
次
郎

西
川
原
左
吉

東
吉村
五

郎

西
三
原
平
六

同
人
同
人

小
児 娘 男 婦
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赤
龍
湯
三

一
、
七
白
玉

海
人
加
半
二

一
、
七
白
王

十
三
日

一
、
鵬
鵤
菜
加
半
夏
腹
中
有
就
状
不
欲
食

王

十
三
日

一
、
五
苓
散
発
熱
下
利
而
渇

三
七
白
二
味
盾
加
三
赤
龍
丸
五
分
入

海
人
入

一
、
乾
姜
人
参
半
夏
丸

一
、
葛
艮

一
、
葛
艮
加
海

三
大
柴
加
亡
玉
玉
玉
紫
丸
毎
日
五

（
第
五
紙
）

同
所文
助
入
児

打
田要
助
人
児

粉
川
根
来
小
路
仙
助児

紛
川
瓦
屋
入

新
兵
衛

林
峯清
次
郎

林
峯番
次
郎

同
所某

女
子 児婦

洗
薬
二
か
り
し
く

一
、
赤
龍
湯
助
六

玉
男

紫
丸
二
’
四
十
福
垣
内

一
、
鵬
鵠
菜
湯
甘
遂
一
二
分
幸
左
右
エ
門

三
加
消
玉
海
人
湯
玉
一
児

麻
杏
甘
石
三
越
蝉
加
半
玉
一
早
英
丸
二

廿
三
日
紛
川
中
町

一
、
赤
龍
湯
正
木
屋
吉
之
助

玉
二
児
麻
生
津
西
之
脇

一
、
解
毒
加
甘
十
湯
源
助

玉
一
児

一
、
黄
連
解
毒

十
日
兼
方
甘
連
消
石
湯
加
海
三

一
、
大
柴
胡
湯
シ
丸
二
分

玉
玉
加
亡
消
玉
玉

シ
丸
十
五

一
、
解
毒
加
紅
花
紫
丸
壱
匁

（
第
六
紙
）

江
川源
兵
衛
小
児

岩
出榊
新
右
衛
門婦

同
所同
人
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一
、
鵬
鵠
菜
湯

三
一
服
返
り
加
橘
皮
三

（
第
七
紙
）

木
通
丸
五
十
粒

一
、
越
脾
加
半
湯

赤
龍
丸
五
十
二

一
、
甘
写
吹
薬
王

玉
玉
一
七
白
加
海
三

一
、
麻
杏
甘
石
湯
大
剤

玉
玉
玉
三
瓜
テ
ヒ
五
分

兼
以
南
呂
三
匁
二
分
三

梅
肉
シ
壱
匁
五
分

一
、
甘
連
消
石
海
人
湯

玉
一
解
毒
加
苓
三
去
玉

一
、

玉
三
海

甘
写
玉
二
赤
龍

黄
花
解
毒
加
甘
玉

甘
連
大
黄
加
消
海
四
五
度
二
易

玉
三
海
人
消
石
丸
二
匁
吹
皿
一
小
児

甘
写
玉
二
赤
龍
玉
玉
麦
門
加
連
玉

王
甘
連
大
黄
三

市
（次
郎
吉

西
川
原
粂
右
衛
門

丁
平ノ
吉町

宮
村神
主

岩
出同

人 勘
兵
衛小

児
一
、
五
苓
散

小
児児 児

一
、
小
青
龍
湯

玉
二
南
呂
二
壱
匁
ヅ
堅
入
毎
日
五
分
ヅ
塾
児

十
四
日
甘
連
丸
二

一
、
小
青
龍
湯
紫
丸
十
粒

玉
甘
連
大
加
花
三
小
青
三

一
、
盾
子
干
姜
湯

一
、
右
同
方

玉
甘
連
大
加
海
玉
玉
半
潟
玉

木
通
丸
一
五
十
粒

一
、
七
白
加
海

玉

木
通
丸
一
、
五
十
、
妙
寺

一
、
越
蝉
加
尤
毎
拾
五

吹
薬
一

（
第
八
紙
）

滝 紛
川
大
坂
屋

藤
兵
衛

児

は
し
本
御
殿
原

源
助

す
じ
か
い

友
次
郎

西
ノ
山
元
五
郎

穴
ぶ
し
秀
右
衛
門

麻
生
津
中
松

兵
次
郎

善
右
衛
門

児 児 女 児 児
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一
、
姜
圭
玉
玉
玉
玉
赤
龍
湯
玉
玉
玉

大
効
紫
丸
四
十
粒
、
目
星
の
反
症
三

同
紫
丸
試
拾
粒
二
十
五
入

一
、
甘
連
大
加
厄
花

二
紫
丸
十
五
粒
一

甘
連
大
海
丸
一
壱
匁

小
青
加
海
玉
玉
南
呂
二
一
美

一
、
小
胄
龍

一
土

一
、
越
碑
加
ホ

も
し
不
効
な
る
時
ハ

ー
、
葛
加
青
将
次
の
度
越
脾
加
半

玉

林
丸
一

一
、
越
脾
加
尤
発
熱
、
咳

玉
玉

（
第
九
紙
）

紫
丸
一
毎
日
五

横
谷丈
助

久
保青
蔵
御
小
児

東
毛
村
安
太
郎

児

せ
の
山
藤
七

兄
三
谷

せ
の
山
幸
右
衛
門

太
郎
次

小
児児男

一
、
葛
艮
湯

玉
王
甘
石
膏
大
柴
三
鷆
鵺
加
亡
三

大
柴
大
剤
玉
王
鵤
鵲
菜
加
亡
玉
一

十
一
日

一
、
葛
艮
湯

玉生玉越
写蝉
六加
物消尤
玉丸
玉王

生
写
玉

一
、
当
苛
散
和
田
氏
洗
薬

玉
玉

一
、
鵬
鵲
菜
湯

玉

一
、
葛
艮
湯

玉
玉

（
第
十
紙
）

林
峯平
助

後 岩
出
材
木
屋

中
助

上
村情
次
郎

岩
出

村
千
蔵

利
助

豊
七

同
人

小
児 婦 児婦婦
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一
、
圭
参
湯

三
海
人
湯
加
消
三

枳
実
圭
支
生
姜
湯
三
人
参
加
海
玉
三

海
人
湯
加
消
玉
机
承
玉
三

三
日
消
埋
一

一
、
厚
卜
生
姜
半
夏
甘
草
人
参
加
苓
木
湯

玉
三
匁
入
毎
三
分
ヅ
ッ

一
、
右
中
丸

一
大
青
龍
玉

三
月
二
日

一
、
机
承
三
当
帰
湯
三
当
建
玉
三

二

日
三
月
一
日

｜
、 一

、
甘
連
大
黄
加
花

一
、
葛
艮
加
木
附

小
柴
胡
湯

玉
小
青
龍
玉
三
服
返
り （

第
十
一
紙
）

江
勘川
之
蕪

伴
五
郎

児

野
上
平
山

清
蔵

娘

野
上重
右
衛
門次
男

権
太
郎

情
七
郎

仲
助

取
次

家
来娘 婦

一
、
鵬
鵤
菜
湯
麻
疹

玉

一
、
七
白
湯

王

ダ
メ
下
シ
烏
目

一
、
小
半
気
湯

玉

四
味
之
洗
薬
二

一
、
解
毒
加
紅
花

玉
白
眼
赤
し

一
、
葛
艮
湯

玉
一

、

五白
王九

一
、
白
尤

（
第
十
三
紙
）

（
第
十
二
紙
）

上
村嘉
重
良

児

平
野
村
古
酒
屋
小
児

杉
原助
三
郎

児

あ
ら
見
お
く
え

久
右
衛
門
児

か
せ
田
東
村

嘉
兵
衛

大
寸
中
村

栄
蔵

中
い
ぶ
り

庄
内

男
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十
三
日
シ
丸

一
、
赤
龍
湯

玉
一
大
柴
三
本
方
二

シ
丸
一
二
十

一
、
厚
卜
麻
黄

玉
三
小
三
日
三

去
亡
二

一
、
厚
ト
麻
黄
湯

一
、
厚
卜
七
西

玉

（
第
十
四
紙
）

シ
丸
一
三
十

一
、
圭
支
考
苛
薬
加
苓
木
湯

三
腹
満
短
気

一
、
瓜
菫
圭
支
湯

玉
大
玉
玉
玉

海
人
加
亡
玉
玉
玉
玉
去
消

赤
龍
丸
一

大
柴
加
亡
三

福
垣
内
佐
五
八

利
り
車
屋

清
蔵

丁
之
町
用
助

佐
野仁
兵
衛

村 か
せ
田
東
村

番
次
郎

萬
助
弟
富
松 児児 児児

十
月
九
日

一
、
厚
ト
麻
黄
湯
林
丸
二
五
分

一
、
小
青
龍
湯

玉
玉
玉

林
丸
一

一
、
厚
卜
麻
黄
湯

消
丸
一
壱
匁

一
、
生
写
玉

一
、
海
人
加
消

玉
一
大
紙
加
海
三
姜
圭
玉

圭
参
加
海
玉
玉
木
防
加
苓
玉
一

一
、
海
人
加
消

一
、
同
方
玉

（
第
十
五
紙
）

穴
伏吉
助

穴
伏喜
太
郎

児

移
り
村
忠
兵
衛
老
母

西
之
尾
熊
右
衛
門

移
り
村
清
二
郎

中
村左
次
右
衛
門娘

中
尾弥
五
兵
衛
児 旧

ノし
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一
、
小
青
龍

玉

一
、
竹
葉
石
膏
湯

玉
玉
壱
服
返
、
辰
残
三
黄
シ
王
二
匁
ヅ
ッ
入

甘
写
玉
玉
姜
圭
玉
甘
連
石
玉

木
防
巳
加
扶
苓
玉
玉
防
巳
玉

シ
黄
加
消
玉
壱
匁
五
分
入
庇
仁
丸
玉

小
柴
玉
防
巳
挟
苓
湯
玉

厚
卜
生
姜
半
夏
甘
草
人
参
加
苓
木
玉
二

一
、
圭
苓
湯

二
枳
弓
湯
二

小
青
玉
玉
南
呂
三
壱
匁
ヅ
ッ
入

一
、
圭
支
枳
実
生
姜
湯

玉

南
呂
丸
王
壱
匁
ヅ
ッ

ー
、
圭
姜
草
黄
辛
付
湯

玉
玉
玉

林
丸
一
五
分

（
第
十
六
紙
）

紫
丸
一
二
十
五
毎
日
五

打
田
入

徳
次
郎
小
児

同
村

野
上如
意
輪
寺

小
畑源
次

同
拠要
助
婦
こ
ん

左
谷重
蔵

内

（
第
十
七
紙
）

穴
ぶ
し

一
、
鴎
鵺
加
朴
硝
源
右
衛
門

玉
妻清水豊田垣内

一
、
玄
武
湯
寂
妙

玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉

三
月
十
八
日
よ
り
重
光
丸
中
上
玉
玉

転
扶
建
中
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
二

一
、
越
蝉
加
半

一
、
鵬
鵠
菜
加
亡
消

三
大
柴
加
鴎
三

洗
薬
一

一
、
葛
艮
加
大
黄
湯
疹
眼
丹
シ
入
洗
薬
二

玉
甘
解
毒
玉

林
丸
一
五
分

一
、
小
青
龍

一
、
七
白
加
訶
子
宿
利

庄
蔵

児

東
川
原
忠
兵
衛

女
子
尤
長
女

林
峯清
次
郎
女
子

市
場弥
助

児

後

千
吉
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一
、
三
黄
湯
加
地

玉
玉
玉
玉
玉
玉
二

重
光
丸
玉

一
、
七
白
加
青

玉
眼
疾
尤
三
分
ヅ
ッ
麦
飯

扇
痩
下
利
渇

針
重
光
玉
三

一
、
同
方玉
玉
玉

九
聖
大
上
二

一
、
半
夏
加
尤

王

一
、
鷆
嶋
加
朴
硝

玉
二

一
、
重
光
丸

重
光
二

一
、
家
方
盾
紅

玉

（
第
十
八
紙
）

当
利村
兵
衛

市
原
新
田

善
兵
衛

妙
兵寺
蔵

同
中
嶋
又
兵
衛

西
川
原
善
次
郎

同
所米
屋

同
所幾
兵
衛

娘 児 児 児 1日
ノし女

一
、
小
青
龍
南
呂
丸

玉

三
日
一
、
桃
承
加
牡
丹
天
上

一
、
葛
艮
加
圭

玉

兼
重
光
中
上
一
美
ヅ
ッ
王

一
、
建
中
湯
迦
転
扶
苓
建
中
加
夏
介

玉
玉
玉
玉

洗
薬
、
尤
巴
豆
二
入

一
、
葛
根
加
大
慧
尭

一
、
輪
苓
湯

玉

（
第
十
九
紙
）

治
瘡
ナ
玉
一

葛
根
加
半
鵬
テ
リ
ャ
ア
カ
七
分

玉
三
加
大
黄
玉
玉
三
圭
龍
七
服
玉
玉
玉

重
光
玉
一

お
つ
ち

福
垣
内

大
松嘉
助

当
む
ら
利
兵
衛

同 西
孝渋
助田

井
関
氏

カ
ギ
ヤ

男
熊
之
助

年
子

主
人 娘 内



日本医史学雑誌第47巻第2号(2001) 392

一
、
半
夏
加
黄
土

玉

治
瘡
丸
二
十
五

一
、
赤
龍
湯

玉

治
瘡
三
粒

一
、
青
龍
湯
テ
リ
ア
カ
ニ
分

玉
玉
甘
鳫
心
湯
三

一
、
柴
太
加
石
鷆

玉
玉
小
青
龍
湯
玉
玉
玉

加
黄
土
杏
仁
玉
玉
三

一
、
胄
龍
湯
山
鷆

玉

重
光
玉
玉
王
尤
小
也

一
、
稻
蒙
肉
豆

玉
玉

青
龍
湯

エ
聖

（
第
二
十
紙
）

福
垣
内
新
蔵

伏
原五
郎
兵
衛

浮
府
湯
三

粉
川
横
町

善
兵
衛

友
ふ
ち要
荘

野
上
村

西
川
原
嶋
之
介

庄
右
衛
門 三

児六1日
ノし 児 婦 児

針
八
丸
二

一
、
苛
方
玉
玉

シ
丸
三
十
五
入
ヤ
ニ
メ

ー
、
黄
連
解
毒
湯

玉

（
第
二
十
一
紙
）

シ
丸
七
七
順
気
七

一
、
赤
龍
湯
吹
薬
玉

玉
黄
連
解
毒
玉
甘
草
干
姜
一

吹
薬
二
針

一
、
真
武
湯

玉
圭
支
加
苛
薬
二
家
方
一

筏
湯
三
里
口
二

清

一
、
同
方
小
有
閉
昏
睡

玉
胃
口
加
青
玉
一

半
夏
胄
口
四
服
返
り
玉
二
真
武
三

林
丸
一

一
、
七
白
加
厚
香
川
乏
食

一
、
半
夏
加
廣
土

古
和
田
多
七

勢
浅田
八村

細
物
屋
平
八

重
行
村

津
田
武
右
エ
門児

村 村
甚
右
衛
門

善
二
郎

喜
右
衛
門

児 児 児 児男
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（
第
二
十
二
紙
）

針
治

一
、
小
胄
龍

玉
加
海
人
重
光
二

重
光
玉
玉

一
、
七
白
加
土
青
香
附
厚

玉
玉
玉

当
苛
上
大
四
玉

一
、
小
青
龍
加
鵬

玉
玉
玉
玉テ
リ
ア
カ
四
分

一
、
小
胄
龍
湯

一
、
栴
蒙

玉

一
、
小
冑
龍
加
鷆

玉

一
、
黄
連
解
毒

針
治

重
光
玉

（
第
二
十
三
紙
）

竹
房
窪

新
右
衛
門

市
場天
佐

松
井甚
蔵

同
所藤
五
良

狩
宿白
大
夫

同
所兵
蔵

西
弥之
八尾

児婦 児 娘 児 妻

一
、
黄
苓
湯

玉
鵤
搗
菜
湯
三

林
鐘
丸
一

一
、
甘
連
将

玉
葛
艮
三
海
人
玉

甘
連
将
加
海
玉
一

一
、
小
柴
胡
湯

玉
玉
玉
大
承
玉
玉
三
貼
通
り

鷆
鵠
菜
加
亡
消
玉

紫
丸
一
雀
月
十
五
粒

一
、
甘
連
将

玉
海
人
湯
三
圭
支
加
苓
木
附
三

一
、
鵬
鵲
菜
湯

玉

（
近
畿
大
学
医
学
部
附
属
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
）

東
川
原
久
兵
衛

林
兵峯
助

足
上中
門
花

同
所源
花

西

利之
助山

女
子 児 児 児


